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カ レン・ブリクセン

詩人の使命

Hereticaとの関係おいて

岡 田　令　子

Karen　B｝iXen　and　the　HeretiCa

by　Reiko　Okada

　　Apostwar　periodical，｝玉ERETICA（1948－53），　was　a　stimulating　means　for　a　new　roma聡tic　and

heretical　tendancy　fr・m　the　lat64・・s　t・the　ea・ly　5・’＄i・Da・ish　l量te・atu・e．

　　Karen　Blixen　（1885－1962）was　then　invited　to　contribute　her　works　to　th重s　magazine　and　later

she　became　a　leading　figure　ln　the　so・called銭eretica　Group，　where　young　and　ambi娠ous　members

fro揃　a互1　1iterary　circles　gathere（玉for　discussions．

　　Showing　a　charac亡eristic　phase　of　the　magazine，　a鵬ost　representative　works　by　Karen　Blixen，

“ Converse　at　Night　in　Copenhagen”from　the　last　number　of　t　he　Heretica（No．5．，　Heretica，1953）

is　taken　up　in　this　paper．　Her　pro田i識e難t圭dea　on　literary　art，　and　the魏ission　of　a　poet，　a轟d　her

understanding　of　gods　and　wo澱en　as　the　si｝ent　earth　are　expressed　in　a　merr韮y　form　of　conversa・

tion　between　the　poet　and　the　king　wi士h　Lisa，　a　prostitu£e，　beside　them　in　her　cha鵬ber．　The

author’s　positive　position　of　etemity　as　a　writer　seems　to　be　overpowering．　Perhaps　it　may　be

an　a嶽swer　to　her　question　of　her　ow無life．

　　A鵬ong　many　act三ve　writers　in　De韮mark　today　o豆d　members　of　the　Heretica　are　found，　often

with　Karen　Bhxen’s　influe鷺ce　in　different　degrees．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　或る作品が作家の死後一層重要視される場合と，その作家の存命中にのみ評価される場合とが

ある。カーレン・ブリクセン（Karen　Blixen，1885－1962）は繭者であるといえよう。このプリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11＞

クセンの死後12年たった1974年に彼女について3総の書物が書かれ，さらにその翌年の1975年は

丁度彼女の誕生から90年目にあたっていたこともあって，王室劇場専属のオペラ歌手であるフラ

ンス・ラッソン（Frans　Lasson）の提唱で，ブリクセン協会（Karen　Blixen　Selskabet）なるもの
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が発足することになった。その第一回の例会において，ブリクセンの短編の一つ，“夜のコペンハ

ーゲンでの対話”（Samtale　om　Natten重K¢benhavn）がコペンハーゲンにあるコンサートホール，

Odd　Fei玉ow　Paleeで朗読された。それには，王室劇場の俳優の申でも，今日第一人者と囲され

ているエーリック・モヨーク（Erik　Merk）があたった。当時の新聞の～つはこの作品について，

“これはスケールの大きい，一風変った物語で，魅力的で極めて楽しく謎めている”と批評して

　　②
いる。

　この“raのコペンハーゲンでの対話”は1950年に書き上げられ，53年になって文学雑誌“ヘレ

チカ”（Heretica　1948～53）の最終号に発表されたもので，その後1957年に，ブリクセンの作

品集「最後の物語」（Sidste　ForteeUinger）が出版された折，その中にもおさめられたものである。

　この雑誌“ヘレチカ”は，現代デンマーク文学史上重要な位置を占めているものであるが，こ

れは詩人であり，自ら出版社をもっていたオーラ・ヴィーヴェル（01e　W｛vel）や，その友入で

後に美術館ルイシアナ（Louisiana）を設立したクヌ・イェンセン（Knud　W．　Jensen）などによっ

て計画されたものである。そして，この二人は当時の秀れた若手の詩人トーキル・ビョーンヴィ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31
－ （Thorkild　Bj¢mvig）に呼びかけ，ブリクセンをもその協力者として誘ったのである。

　ブリクセンは当初この雑誌に大いに期待をかけていたが，その後色々な批判や問題もおこり，

編集の際に意見の対立があったり，また経営的にも変化をきたし，決して一貫した明確な主張を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐの
もった文学運動とは認められず，必ずしも彼女の満足するものではなかった。それはともかく，

1967年に発行されたブリクセンの伝記，「タイタニア」（Titania＞の著者ミーゲル女史（Pa㎜enia

Mige1）は上記の雑誌を中心として行われた“ヘレチカ・グループ”とも云うべき運動について大

局的にその特徴を述べているが，その要醤は次のようなものである。

　1．当時の文学界を風靡していた社会主義一現実主義的風潮に抵抗する。

　2．デンマークがドイツに占領されていた時（1940～45）に力を持っていた文学界や批評家と

　　の朝を断ち切る。

　3．英雄的でPマンチックなものを求め，ユートピアを探求する。

　4．理想的なことを表現することのできた外国の作家たちに高い評価を下す。

　5．各々の人間に峻厳な運命のあることを信ずる。

　6．不義とも思われるような愛や，同性愛などをも，ブリクセンのように勇気をもって描き，

　　また，神や教会，更には長年に亘って尊ばれて来た習慣なども，彼女のようにユーモアと機

　　智をもって，極めて自由に取扱う。

　7．みにくい世の中にあって，あくまで美を擁護する立場をとる。　（Titania　p、p．147～8）

　くり返すようだが，これはあくまでも後ff考えられた“ヘレチカ”の特徴を述べたものであっ

て，実際にもっと詳細にみてみると，当時の事情は上記と完全に～致するものではなかった。
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　“夜のコペンハーゲンでの対話”が“ヘレチカ”の最終号に掲載されたことはすでに述べたが，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
その当時のブリクセンと“ヘレチカ”の関係はかなり悪化していたと思われる。それまでに，彼

女の作晶はこの雑誌の創刊号にただ一編のせられただけであったという事実にも注罠しなければ

ならない。“ヘレチカ”が廃刊となることが決って，やっと，このブリクセンの“夜のコペンハ

ーゲンでの村話”が二作臣としてのせられたのである。この作品が選ばれた理由は多くあろうが，

筆者には上記のような事情をも考え合わせてみれば，ややもすればリアリステックな傾向をもつ

作品をも掲載していた“ヘレチカ”に対する批判であると共に，自分の文学の主張を明確に読み

取ってもらうことのできる作品を世に出して，雑誌の最後を飾ろうとしたのではなかったかと思

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
われるのである。そこで，カーレン・ブリクセン研究の一端として，第∬章では，“夜のコペン

ハーゲンでの対話”を取りあげ，登場人物，時代，場所をも含め，この作品を種々な方向から特

徴づけ，“ブリクセンの文学”をさぐってみることにする。それが“ヘレチカ”の強調しよう

とした側面をも明らかにするであろう。更に，第III章では，ブリクセン理解を深めると同時に，

40年代末から50年代の初めにかけてのデンマーク文学状況をみる際に無視できないこの雑誌の成

立過程及び，その展開の跡をたどっておくことにする。　（cf．附録）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II

　この章ではCSヘレチカ”（異端者・異教徒の意）が，その特性を歓いているとなじったブリク

セン自身の短編“夜のコペンハーゲンでの対話”を取りあげ，果してこの作品がどれほどこの雑

誌の最終号を飾るにふさわしいものであったのかを考察し，重要と思われる二，三の点を指摘して

みるが，最初にそのすじ書きを簡単に述べておく。

1。11月の寒い夜，雨のあい聞に月が顔を出す。大通りでは車の往来も少くなってきたが，狭い

裏通りではコペンハーゲンの夜の生活はその最高1朝に達したとみえ，あちこちで騒ぎが起り，女

の金VJ声がするかと思うと，窓ガラスの割れる音もきこえる。この夜の巷で一人の立派な身なり

をした若者が道に迷い，勾配のきつい朽ちた階段をかけ上って行く。この若者は従者たちとはぐ

れて，一入になった不安におびえたまま，ドアの下からもれる光を図にして，その部屡に入って

ゆく。そこは蝿婦の部屋で，すでに客が～人来ていた。女はネグリジェをまとっただけで，濃い

化粧をしている。手には客のものと思われる靴下の片方をもち，それを繕っている。この二人は

不意の客が王であることに気づき，その部屋は誰も来ない場所であると安心させ，酒をすすめて

もてなす。先客が詩人であることを告げられ，落ちついた王は，詩人の不平や夢に耳をかし，自

分も常に考えてはいたのだが周囲のものたちとは語り合えなかったいろいろの事柄を詩人に尋ね

る。美しい娼婦リサは二人の男性の会話にこそ加わらないが，傍にいてなごやかた雰囲気をかも

し出す。三人のいるこの部屋には心地よい平和と幸福がみなぎる。すでに用事をすませていた詩

人は，王をリサの元において部屋を立ち玄る。途中王を探している従者たちに出会うが，上手に
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彼らを迫い払ってしまう。

2．この作晶を読んで先ずブリクセン特有の雰囲気を感ずるのであるが，それには，この作者特

有の時代設定　　決して現代にしないこと一それに，詩人，娼婦，王，といったかなり珍しい

登場人物の組合せ，その上，三人の坐している場所が娼婦の密室であるといった着想の奇抜なこ

とがあずかっている。上記の三つの要素が一種独特の世界を購成していることに読者は新鮮味を

見いだすことができる。そこでもう少し詳しくこれらの点について考えてみる。

2．1．物語の時代は1767年とあるからには，デンマークの専鋼慰主クリスチャン7世（Christlan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
厭，1749～66－1808）が既位した次の年である。あの劇作家ホルベアが没してから13年の月Eが流

れ去っている。18世紀の中ばといえばブリクセンの好んだ時代と思われ，彼女は時の黒とその王

后，英国から若くしてやってきたカnリネ・マチルダの時代についてはかなり詳しく，作晶“詩

人t’CDigteren’：Syv　fantastiske　forteellinger，1935）の中に述べている。全劇場を閉鎖したク￥

スチャン6世の暗い時代は去って，再び劇は華かにとり上げられ，王自身もフランスの俳優たち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
を優遇した時代であり，この物語に関係のあるヴォルテールの劇などもコペンハーゲンの劇場で

上演されていた。しかし～方，王后と恋に落ち入った宮廷の主治医，シthトルーエンゼーの進歩

的で革命的な政治が始まろうとするいわば準備の時代でもあった。（一ヨの中でも11肩のある夜

という時聞帯が選ばれていることも二人の男性の対話の内容に影響を及ぼすと考えられる。）

2．2．1．詩人，リサ，王の三人はいずれも歴史上実在した人物である。詩入は後に国民詩人とう

たわれたヨハンネス・エーヴァル（Jehannes　Ewald　1743－1781）その人であり，1767年当聴は未

だ名をなすに到っていない24才の青年である。このエーヴァルはブリクセンの注いとなった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆルングステットに一時期住っていたといわれ，特に彼女と関係の深い詩入である。この物語

の中では，実名では登場せず，ヨーリック（Yorik）として紹介される。これはスターン（Lau－

rence　Steme，1713－1768）の“感傷の旅”　（Sentimental　Journey，1768）の主人公の名であり，ま

た同時にシェークスピアのハムレット中に出てくる道化師の名でもある。ブリクセンのシェーク
　　　　　くゆ
スピァ好みはよく知られており，深い知識を幼い時から持っていたと思われるところから，作者

の念頭にはこの物語の中でヨーリックが道化師役を王の傍で果すという役割を憾傷の旅”の主

人公の役函に重ねている意図が読み取れるのである。

2．2．2．リサは町に住む娼婦で，エーヴァルはずっとこの女性のもとへ通っていた。美しく，気

だての良い善良な女性として登場するが，詩人と王の会話には一言も爲をはさまず終始沈黙を守

っている。
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2．2．3。王は前述のクリスチャン7世で，うら若い18才の青年であるが，物語の中でば詩人にオ

ロスマネ（Orosmane）と回教君主の名で呼ばれている。前述のように当時ヴォルテールの作品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くい“ザ6一ル”（Zざire，1732）はコペンハーゲンの劇場で上演されていた（1757～84）が，この物

語の1767年の2月には王自身が主入公のオロスマネ役を富廷の假劇場で演ずるほど王も芝居好き

であった。ヴォルテールの劇では，この回教君主はキリスト教徒の女性に恋し，遂には自殺をと

げなければならない運命に見舞われるのである。実際，クリスチャン7世も，キリスト教遊徳の

圧迫によって気が狂ったとされ，ブリクセンがこのデンマーク王の運命と國教君主オロスマネの

運命とを微妙に重ね合わせ，物語の中で王にこの名を与えているところにもイメージの重層があ

って面白いe’王は街におかかえの娼婦をもったり，また～時その女を富廷にかこったりしたこと

もあったらしく，それゆえ周りの宮距たちの反感をかっていたという。（Danmarks　Historle　9，

P．424）

　上記のように特異なM人の人物の組合せがなされており，ここにもすでにブリクセン流の手法

が始まっていることが見てとれるのである。

2．3．次に場所に関してであるが，この物語の題が示すように夜のコペンハーゲンであり，街の

裏通りにある一つの密室である。娼婦リサが客を迎い入れた部屋は快く暖められ，ストーヴの上

にはリンゴがジュージューと音を立てて焼けている。部屡には一時的に王座となる肘掛椅子が一

つ置かれていて，そばには天蓋のついたベッドがある。誰も他の者が入って来る心配も，また誰

に気兼をする必要もなく，詩入と王が心の奥に秘められた秘密を語り合うのにこの上なく適当な

ところである。

2．4．外面上は1767年の11月のある夜の数時間という限られた時間と，小さな娼婦の部屋という四

角い制限されたスペイスをもうけながら，登場人物の想像と思考の世界が大きく拡がり，永遠の

時間と宇宙全体をも包む空間になっているのである。このような構成上の特色は，リアリズムの

作家たちが好んで用いた，時代や人物像とは全く異るものであり，構成においてもこのようにブ

リクセンの作品には，いわゆる伝統を破った新鮮味が感じられるのである。その新鮮味は芸術的

で，審美的，ロマンテックなものであり，また，一種奇怪な感じを与えるもので雰囲気は非常に

おおらかで，当時の文学に対してはいわゆる反伝統的であると云える。以上のようにすでに構成

上にみられる特色をふまえ，次に内容の分折に移るのであるが，その前にちょっと，内容の進行

方法について述べなければならない。

3．“夜のコペンハーゲンでの対話”は全部とはいえないが，その大部分が対話の形で進められ

る。リサのところで少しふれたように，対話は二人の男性，すなわち詩人と王の間でなされ，女

性は～書も語らない。彼らの話はテーマが非常に豊窟で，それが自由にとび移るのである。プリ
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クセンはその多くを詩入の口から語らせ，前半は特に詩人の分が多く，後半には王も雄弁になっ

てくる。二人は酒を飲みながら，焼リンゴをつまみ，リサの側で打ちとけた雰囲気の中で楽しく，

軽やかな調子で，自由で大らかな会話を楽しむ。その極めて変化に富んだ話の内容には多くの面

白い点を含んでいるので，その中で中心となる要素を詳細に見てゆくことにする。

3ユ．登場人物はそれぞれ物語の中心要素を代表していると見られるので先ず，詩人のもつ不平，

あるいは悲しみからみてゆくことにする。

3ユ．1．その～つ自は日常生活において貧乏なことである。靴の底に穴があいて，ずい分水がし

みてくるのだが，このような貧乏には慣れてしまっているという。しかし，リサには気の毒なこ

とにすぐ払いができない。悲しみの二つ呂は自分が全能でないということである。（テキストp．

182）“認主様，私は生きとうございます。……その日暮しよりも永く，人間の一生といわれるよ

うなつかの間の年月より長く。世代を越えて，時代を越えて生きとうございますa……”（p．184）

と詩人は言い，全能になって生き続けたいとの庸望を持っている。ここにおいてわれわれが髭る

詩人は，日常的には非常に貧しく，苦しい生活なのであるが，そう云った現実を越えて永遠に生

きたいと願っている姿である。すなわちその現世の不幸の代償である芸術の中に永く生きること

を欲するのである。

3．1．2．詩人の言葉を通じてはっきりとプリクセンの芸術論が展開される。　“万物の翻造主であ

る神はロゴス（LogOS一署葉）をもって，この世界をつくり，詩入をもつくった。詩人はそれに

報いるために，神のwゴスを人闘のミトス（Mytkos一話cf．6。4＞に変えて，神と一緒になる

時には持ち帰らなければならない。……詩人の使命は実に，この地上に永遠に残るべき物語を神

のロゴスから創り出すことにある。……またミトスとは天上に於ける詩人の生活が地上に映った

ものである。”（p．187）“私が天上で神と一つになる時は，神はほほえみながら，しかし，私は

羅に涙して地上を見下し，私のミトスが私が亡くなった後も地上に残るようにと期待している。”

（p．187）・ブリクセンは詩人の使命をこのようにユーモアを持って語るのであるが，まじめな事

がらを，余裕をもって，ユーモアをまじえて語るところが彼女らしさの一つである。また，彼女

はこの詩人の自負は恐ろしいことであるとしながらも，“でもまた勇気のわく，すばらしいこと

でもございます。ただ，この事だけを守っておりますと，不幸も苦しみもございません．”tpp．187

～ 8）と醤っており，作家たるものにとって，すべての不幸も苦しみも，神からの恵であると理

解して，すべての逆境に耐えぬいたブリクセンの生き方は，この芸術論からきていると思われる。

3．1．3．ブリクセンは神々に作家は一つの返事を負っていると云い，現実生活にあっても，彼女

は，親しい友人に，何らかの運動のためとか，文化運動のために書くようなことはなく，“tw々に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
一つの返答を負っているから”書くようにと諌めたという。作家としての使命については“カー
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ
ネーションをつけた若い男”においても論じらるている。

3．1．4．ブ弓クセンは，詩人の使命について述べた折，“天の神と自分が一つになる……”〈p．

187）と言う衰現をしており，　“神々のために書くのだ”と上記の友人の詩人にさとした時にも

複数型（Gudeme）を用いているところをみる時，ブリクセンの意味する神がキリスト教の神と

は異るものであることに気がつく。なぜなら従来のキリスト教的考えからすれば，神は～つの神

であり，常に人間の外に，また，高いところに存在するものであって，神と一つになるという

考えはない。したがって，ブリクセン流の考えからすれば，神は人間の中にある神性とでも理解

することができるのである。ブリクセンの神は必ずしもキリスト教会のいう神とはぴったり一致

しないと思われ，ここにも彼女のいわゆる“異端的”で，反キリスト教的な考えが表されている

のである。彼女の弟トーマス（Thomas　Dinesen）はその姉について書をあらわしているが，彼も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くゆ
そこで，“姉のいう神は運命という言葉とほとんど同義のようだ”と云うことを述べている。いず

れにしろ，彼女の神はキリスト教の云う神のみに限定されない，もっと拡がりと，融通性をそな

えた神，あるいは人聞の中にみる神性とも云えるものをさすのではないだろうか。

3．2．1．詩人の紹介するところによれば，物語の中のただ一人の女性リサは，“詩人に掛で身を

買ってくれる”ような善良な女である。（p．179）それに答えて，王もまた，4亀アラバスタ～の

つぼに覆ダーラーを入れて明田にも詩人の借金をリサに返してやる”と云い，また，“われわ

れの都で娼婦が泣くようなことがあってはならぬ，彼女たちは教養ある婦人として高い窟職につ

くべきである。……”（p．180）と嬬婦たちを賞賛するのである。いわゆる爽節といわれる女性たちは，

王の考えによれば，リサの善良さを持ち合わせず，男性が力の限り，すべての生命と永遠を彼女

たちに注ぎ込む時にすら話をしたがるものだという。そしてまた，“貞節な女たち”は，男性が

沈黙と沈黙からくる救済をあこがれていることについても無智であるとなじっている。　（p．180）

　ここにおいて女性は物云わぬ大地の象徴として登場していることがうかがわれる。そして，二

人の男性がこのリサを賞賛するのは，リサは気立てが良く，二入の話せる部屋を提供してくれ，

だまって話に耳を借し，彼女の優美さでもって，二人の話しを美しくしてくれたからなのである。

（p．194）このようなリサの見方は，道徳の範疇の中にあるのではなく，この点からもブリクセン

の当時の伝統　すべてを遵徳的にみようとする一を破っているといえるのである。

3．2．2．むしろ，女性リサは詩人の芸術を助けるものとして登場しているのであって，次の詩入

の言葉によってそれがうかがえる。詩入が永遠に生きるためには，“われわれを受け入れ，宿を

借してくれ，この地上で永遠の生命を経続させてくれる恋人が必要でございます。……”（p．184）

“

彼女のようなものがいるということは，われわれの魂にとっても，肉体にとっても慰めであり，
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私のようなものにとっても，有難く祝福されたことでございます。”　（pp．179－80）詩人のミト

スに永遠の生命力を与えるのは大地であり，この大地は肉体とも女性とも理解できるから，ブリ

クセンの芸術の申に，神一ロゴスと詩人一ミトスに次いで，リサー大地がその重要な要素として

舶えられなければならないのである。このリサの果す大地，あるいは肉体は，もともとキリスト

教にあっては，否定されてきた要素であり，キリスト教が精神から肉体を切り離し，精神の純化

をその特徴としていることを考え合わす時，ブリクセンがその芸術を永遠ならしめるために歓く

べからざる要素として，大地一肉体を加えていることも極めて異教的であると云わなければなら

ない。

3．2．3．ブリクセンは上記のように，芸術のためには大地は鉄くべからざる要素であるとし，女

性，感能，エロス，生命力，肉体をも含めてこれを重要視したが，ここでは一般的な彼女の女性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くゆ
観に少しふれてみることにする。彼女の随筆集の中に，女性についての講演が一つ含まれている。

その講演の中で彼女は明白に，女性の樋値は男性の場合のように，どれだけ惣分の外で，どのよ

うな仕事をやったかで決まるのではなく，その女性がどんな女性かということできまるといって

いる。すなわち，その女性自身が美しいか，巾広いひととなりの持主であるのか，親切かどうか，

才能があるかないかなどで判断するのだと云うのである。今ここでブリクセンの女性論を云々す

るのは，この小論の目的ではないが，彼女が“夜のコペンハーゲンでの対話”の中で描き出した

リサという娼婦を考えてみる時，3．2．1で述べたように物云わぬ大地の象徴としてのリサには～

揺も語らせなかったという点が興味深い。

　ウーマン・リーヴを叫ぶ女性が増加していた当時のデンマークで，彼女は“一私は女性問題を云
｛田

々する女性ではないので……”とある講演をことわったことがあるが，この上記のような女性観

は，あくまでも原点に立ち戻ったブリクセンの女性観なのであろうと考えられる。

3．3．1．詩人とは対照的に，この地上の権威者として現れるのが王である。3．L2で述べたよう

に詩人は自分がリサに借りがあると告げた時，すぐ明llにでもそのつぐないを詩入に代ってして

やろう（p．180）と云っていることからも明らかである。王は地上における全能者であり，ただ

神の意によって王となったと云う点では詩人と共通である。（p．175）

3．3．2．しかし，上のような意味での全能者である王にも悲しみはあるので，彼は詩人に，宮廷

にはミトスがないこと，また人々は王と詩人の結合が全能であるためにそれを恐れ，この二人を

引きさこうとしているといった悩みを訴えた後，次のような5つの質問をし，詩人の意見を尋

ねる　（pp．191～2）：

　（1＞他のものがわたしに見せてくれるものより，世の中ははるかに美しいものだろうに。

　②　入間は，よ弓善良に，より偉大に，より美しく創られているのだろう。

98



（3）享楽とは，人々がわたしに経験させてくれるものより，ずっと爾白いものではないのだろ

　　　うか。

　（4）俳優たちは，わたしの前で演じているほど，みじめではないであろう。

　（5）わたしが実際に知ることができる以上に女性と寝床を共にすることは，はるかに快いもの

　　　ではないだろうか。

これに対して詩人はすべてを肯定する。二入は現実を全面的に肯定する態度を取っており，王の

興味の対象は詩人のそれと全く異り，あくまで現世のことであり，ここに王の占める領域を見る

ことができる。

3．3．3．これら5つの質問は，感能の世界をも含めた美の世界であり，真実の世界であり，現実

を生き抜く知恵とでも云うべきものである。この世において充分に，そして，完全に生きること

を肯定する立場を取るものとして王がおかれている。

3．3．4．また，この王の質問を詩人もリサも共に肯定し，その現実を生き抜く知恵をもつならば

そこには完全な幸福があると王はいう。（pp．192～3）しかして，この世における，入間生活の中

にみられる完全な幸福は以下の三種類にまとめられ，それらを詩人は次のように表現している：

（1）あふれるような力を感ずること，（2＞神の意を人間は行っているのだと確信をもって知ること，

（3）苦痛の停止である。

3．3．5．王はこの物語の最後で，リサを通じて詩人と結合するのであるが，それを詩人は次のよ

うに云っている：“その昔北欧で，乳兄弟が物言わぬ慈悲深い大地のひざで男らしく永遠の契を

結ぶべく血を混ぜ合せたように，民のひざで王と詩入はその存在の最も深いところのものを結合

させることができる。”（p，195）ここにおいて繰返して大地の重要さが強調され，さらに，生

命の根元としての女性一リサの役割が力説されているのである。

4．ブリクセンは“夜のコペンハーゲンでの対話”の中に18世紀に生きた実在の人物，詩人のエ

ーヴァル，娼婦リサ，デンマーク王クリスチャン7世を登場させ，文学上の人物とイメージを重

ね合わせて，それらの人物の特徴を暗示している。すなわち，詩人には芸術の，また王には現実

の世界を象徴させつつ，その葡者に生命を与え，かつ爾者を統合する，もの云わぬ大地の象徴と

して女性りサを描いている。このようにブリクセンの作品は物語の時代や人物設定において，当

時の自然主義リアリズムの文学傾向に対して非伝統的であり，詩人，女性，王の三者を一体とし

た独特の宇宙を創造し，その中で女性は，神のロゴスをミトスに変えるという使命をおびた詩入

に生命を与え，また地上において，全能なる王と，詩入を結び統一する役目を負うものとして重

要視される。これはまた，反キリスト教的であり，キリスト教以繭の人間の霞然な姿に根ざした根
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元的なものと云わなければならない。また，ブリクセンは，前述のように神の理解においても反

キリスト教的，異教的な態度をはっきりと示した。会話の内容はあくまでも普遍的なものであり，

ff常性から速に哲学的，本質的なものへと移行している。したがって，ブリクセンの描く世界は

詩的でWマンチックであり，大きな地理的，また時聞的な広がりを感じさせるもので，多分に回

教文化の影響とも受け取られるエキゾチシズムもまじえて，一種奇怪で美しいものとなっている。

5。ブリクセンが，“Kのコペンハーゲンでの対話”を書き上げたのは1950年とされているから，

それは丁度彼女の65才の時である。彼女はこの年になって，現実生活に充分生きられなかった趨

分の人生をふ1）返ることもしばしばであったろう。アフリカ滞在中（1914～31）に病気になり，

実生活では，その肉体を失ってしまったかのような生活であった。そこで彼女が，現実に生きら

れなかった自分を文学の中で語り，自分の人生を完全につくってゆかざるを得なかった。彼女は

若い時，悪魔とかけをし，これから自分が経験することはすべて物語になると云い，芸術におい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くゆ
て自分を完全に生かそうと強く決心したのである。このように，芸術に自分の人生を賭けたブリ

クセンのすざまじい生きざまが，迫力をもってこの作品を読む者に迫ってくる。

　ブリクセンは自分の経験を当時の多くの作家たちのように，綱人の告白といった型では書かな

かった。あくまでも文学的な伝統にのっとって，それを高い芸術作贔にまで完成したのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まガ“ヘレチカ”の最終巻（2，3号1953＞に，すでにブリクセン論を執筆しているプラントは，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミヨ　む
現在もなお詩人としての文学活動をつづけているが，彼がある所で，デンマークの50年代は境代

と岡じように，非常につまらない気むつかしい時代で，すべてを道穂の範疇で樋値づけようとし

た，ヴEクトリア朝後期とも称されべき，歴史上最高に道徳的な時代だ，という意味のことを述

べているが，当時の文学テーマもa常性の強い社会的，政治的なものが多かった。その中でプラ

ントの友人であったブリクセンは，社会的，政治的に解決できない問題に興味をもち，永遠，神，

人間の運命，詩入の使命といったものをテーマにした。この“夜のコペンハーゲンでの紺話”に

は，現婁では永遠になれないとわかっだ～人の女性が，芸術をその代償として永遠を問題にしよ

うとする姿が打ち出されている。物語の中の詩人は，地上への興味からは決して離れることなく，

死して天上で神と一つになる時，“ミトズを持ち帰り，神と共に地上を箆下し，輿分なき後も

自分の書いた“ミトズ’が地上に続いて存在しているかどうかを眺めるという風に述べている。

そこには，死んで行かなくてはならない自分，いやすでに死んだ後の自分になり甥ったブリクセ

ンの姿が見られ，何か読者の胸を打つものがある。

　物語の中のたった一人の女性にしても，娼婦をあてるという作者ブリクセンの奇抜な発想も決

して偶然ではなく，彼女の実生活に照らしてみる時，彼女がその実生活で生きられなかった部分

を代表するのに典型的な女性　　いわば彼女の「影」となるような女性を選んだのではないかと

思われるのである。

　いずれにしろ，65才という年令にあったブリクセンが，これから先，この世に生きる時間の短
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かいことを痛感し，それゆえに永遠に生きたいという激しい願望を，この文学作贔‘し夜のコペン

ハーゲンでの対話”の中で強く押しtltしていることもうなづけ，また感動させられるのである。

6．最後に少しふれておきたいことは，物語の描写についてである。ブリクセンは好んで美しい

比喩を鰐いて事物の様相を伝えるが，ここにもいくつかの指摘すべき個所’がある。またデンマー

一 ク語の中にまき散らされた多くの外國語一特に仏語一一の語彙や文章は実に効果的で物語の内容

に一段と変化を与えるものである。

6．1。雨が降って，暗闇の申に横たわっているコペンハーゲンの街に立つ街燈や窓から出る光を

　　　　　　　　　　　　くらけ“

海底で燐色の輝きを放つ水母のよデ’だと表現し（テキストp．167），さらに，詩人と王が心の

申を語り合える貴重な時間を，“まわりで潮が流れる暗いコペンハ～ゲンの底にある牡蠣の真珠

のようである”（p．176）とも云って，1ユ月の夜のコペンハーゲンを海の底にたとえているが，ま

た，ブリクセンの想像は空へも自由奔放に飛翔を試みる。例えば，三人が完全な幸福の中で，あ

ふれるばかりの力を感じているのを，“ちょうど今三入一緒にいながらにして自磁に空中に上れ

る一あたかも，たった一本の紐でこの濡れたコペンハーゲンに連ながれている凧のようにビ

（p．193＞と云っているところにも晃られる。

6。2．仏語はその多くを王のIIから聞けるのであるが，これは18世紀半ばのデンマーク宮麺でフ

ランスの俳優たちを迎え，特に董などは自然に仏語を話す機会が多かったということもあろう。

L’on　vient！（p．173），　O　l616（p．173），　Tu　l’a（撫！（p．190）……i韮yadans　ce　monde　un　bonheur　parfait．

（p．193）などは一例にすぎず，また，王は詩の朗講を仏語でしている（p．178，ひ．191）。詩人の

会話にも単語としての仏語が数多く霞立つが，文章も含まれている。例えば，Non，　iusqu’ici　nul

mortel　ne　s’avance！（p．173）Omon　Soudane！（p．173）……la　Grδce　de　Dieu・…・・（p。175）B6nissoRs　le

Seigneur，　Lise，……（p．180）……ud麺re　la　volont6　de　Dieu．（p。194）などである。

6．3．それにひきかえ独語の方は少く，王が，品のよくない話をしている間に女が“Um　Gottes

Willen－was　bedeutet　dies！”（p，181）と叫ぶだろうと引用している。また，独語がデンマーク語

の中に混合された文もみられるが，これは王を探しに来た従者の醤葉である。℃gder　er　kein

anderer　daobeB？”　“Kein　anderer！”（p．196）このようにブリクセンは当時の社会で各々異ったグ

ループの人々がより好んで用いたであろう外臨語をそのまま巧妙に物語の中に再見している。

6．4，ラテン語，ギリシャ語の使用はごく数語にすぎない。……Dignum　et　lustum　est〔at　e煽op

disk　Kongens　Haand　besegler　deバ〕（p．188）。ギリシャ語のmythosはこの物語の中で特に重要

な語となっているが，ブリクセン霞身この語の意味を説明して，　“……Og　Mythos　betyder：det
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graヨske　Sprog　Tale．　Eller－……”（p．186）（ミトスはギリシャ語では話の意味ですが，私はギ

リシャ語に強くないので学識のある方は，まちがっていると云われるかも知れませんが）と詩人

に云わせている。

6．5．上誕のように適所に駆使されている外国語は，ブリクセンの作り出すエキゾチックな世界

の中では，すっかり無視できない要素である。比喩については，また別にそれだけを取り上げ考

察するに足る価値をもっている。

　このような比喩が外国語を含む文体上の特色も，奇抜な構成や，その豊窟な内答と相まって，

物語を一層味わい深いものとしているのである。

　以上“夜のコペンハーゲンでの対話”の考察を一応終え，次にこの短編をその最終号に掲載し

た文芸雑誌“ヘレチガ’について述べてみる。ブリクセンの作品に見てきた特微ある性格はまさ

に“ヘレチカ”がその出発において望んでいたものであった。それゆえ，ヘレチカの発展過程と

実情に照らし合わせてブリクセンの作贔を読む時，一層その緬値を明確にすることができると思

われるからである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lll

1．今世紀に入って30年を経ても，デンマーク文学の主流はなお，繭世紀末からの伝統を受け継

いだもので，幻想や理想を退け，文体においても練ったものや，込み入ったものを避けようとす

る，いわゆる自然主義，現実主義的な色彩が濃いものであった。しかし，新しい傾向の文学作品

が全然なかったわけではなく，30年代の中頃になって，ブリクセンの処女作“七つの奇怪な物語”

　　　　　　　　　　　　　くか
（Syv　fantastiske　foreelginger，1935）が何の予告もなしに現れ，幻想的で異国情緒と異教的な特

色を多分に含んだその作風は多くのデンマークの読者や藤い詩人たちを魅惑した。　（もっとも，

この作品集．は1934年，SeveπGothic　Tate5として，英語版でニューヨークやロンドンで発表され，

全く独創的でユニークな作品集として大きな反響を外園で呼んでいたものである。）続いて発表さ

れた“アフリカの農園”（Denαfrikanske　fam，1937）や，戦時中に出された“冬の物語”（yinter－

Eventyr，1942）もやはり，国の内外でその一種独特な作風が喜んで受け入れられ，一つのエポッ

クをつくったのである。

　その後大戦が終了して数年たち，ブリクセンを迎えて，異端者，或いは異教徒という意味をも

つ，L“ヘレチカ”（Heretica，1948～53）と称する文学雑誌が誕生した。当時の文学界は，従来の

文芸主張に対して反省し，すべてを根本的に考え直そうとする風潮が高まっていたのであるが，

前述のブリクセンの作品などが，こういった文学募に強い刺戟を与えていたことはたしかで，

“

ヘレチガは新しい文芸の方向を模索していた多くの作家たちに，その活躍の場を提供する臣
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的で生れたものである。そして，この“ヘレチガにはlod人に余る内外の詩入，小説家評論家

などの作贔が6年間にわたり，47D点が発表された。

　最初，誰が提唱して“ヘレチカ”発行の運びとなったかは，第1章で述べたが，この二入は更

に，ヴィルヘルム・グロヨンベック（Vi｝helm　Gr¢nbech，1873－1948），マーティン・A・ハンセ

ン（Martin　A．　HaRsen，1909－55），パウル・ラクーア（Paul　Ia　Cour，1902～56），エーリック・

クヌーセン（Erik　Knudsen，1922－）などにも呼びかけて，ヘレチカ・グループのメンバーとし

た。“ヘレチガ提案者の二人は次々とブリクセンに若い新しいメンバーを紹介したので，彼女

の住いであった，ルングステッドルン（Rungstedlund）には詩入や小説家などだけではなく，20

才に満たない学生やジャーナリストなども集るようになり，これらの精力的で野心にもえた有能

な若者たちは，ブリクセンの作風や彼女の人となりに強くひかれ，時としては原稿を持ち寄って，

文芸について語り合ったりもした。

　さて，1948年の1月に“ヘレチカ”は発行されたが，これの出版はオーラ・ウK一ヴェルのヴ

ィーヴェル出版社（Wivels　Forlag）が引き受けることになった。　“この雑誌が特定の作家たちだ

けに片寄ることなく，常に各方諏の代表者から生気と新鮮味を受け入れるために，編集者は2年

毎に交代することになり，最初の2年はビョーンヴィー（1918－）とビョーン・ボウルセン

（BjPtrn　Poulsen，1918－　）が，そして，次の2年間にはヴィーヴェル（1921－　）とマーチン

・ A・ハンセンが，また，最後の2年聞にはフランク・イェーア（Frank　Jεeger，1926－77）とタ

ァェ・スコウハンセン（Tage　Skou－Hansen，1925－　）が損当した。しかし，以上のように理想

にもえて出発はしたが，当初から多数の作品が投稿され，その内容も多様で，編集者悶で意兇が

分れることが多く，なかなか困難な仕事になった。1949年の10月頃にはブリクセンは編集者の一

人であったビョーンヴィーに手紙を出して，“ヘレチがについて不平をもらしていたという。

彼女は最初非常な興味を示しただけに，希望と期待をかけすぎていたのであろう。それなりに，

失望のほども人一倍であったと思われる。不平に満ちた声で一bヘレチカ”を批判し，彼女独特の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
直感でもって，それまでの経過をみて，この雑誌の将来を否定していたという。彼女からみれば，

最初から自分を仲聞に入れたからには，自分のもっている“異教的宇憲観”を雑誌全体に入れる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むみ
べきであり，古典的な文学の伝統の上に，更に，栄誉と運命の観念を統合すべきであるにもかか

わらず，－bヘレチガにはこのような要素が少なすぎるというわけである。それに加えて，この

雑誌にはプロテスタント的隣人愛のような哲学をもっており，暗に芸術の危機を述べているこ

　　　　　　　　　　　鱗
とも不満の理曲であった。

　このようなブリクセンの批半ljはともかく，“ヘレチカ”は年間5尉（原則的には1，3，5，

9，11月）発行し，合計30冊を世に出したのであった。3年臼にあたる1950年の編集後記によれ

ば，当時この雑誌の部数は2000部をこえており，デンマークにおける文学・雑誌としては非常に多

い部数であった。これ程多くの部数をもつS一異端者”一“ヘレチカ”一が果して少数の入たちの

ための異端的な雑誌であるといえるかどうか，と葭問しつつ，実際にはこの雑誌が文壇ですでに
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確固とした位置を確保していたことを暗に自負している様子がうかがえるのである。だが，また

一面，この年にはやくも雑誌が内部で困難に直面していることを否定してはいない。問題は原稿

が集らないといった種類のものではなく，前述のように，雑誌内部の人々の意見調整が最大の難

事であったようであり，一部の者たちの期待が裏切られたこともあって，“ヘレチカ”には危機

が追っていたことがうかがえる。この年には当時の思想界の代弁者であり，翻刊号から活躍して

いた前述のグロヨンベックはすでに世を去っており，同じように創刊号を新しい詩論“ある臼記

の断片”（Fragrnenter　af　en　dagbog）で飾ったラクーアは2年目からは投稿していない。また，

最初の2年間編集にあたりつつ，多くの意欲的な作品を発表していたビョーンヴィーもボウルセ

ンも審稿していない。そればかりではなく，若手の詩人，エーリック・クヌーセンは，撫分の道

を歩みはじめ，“ヘレチカ”に対抗するため，マルキシズムを基盤とする方向へと転換し，雑誌

“対話”（Dialog，1950～62）を出版するようになった。当蒔の編集者はこのような‘bヘレチカ”

の有様を次のように云っている：“どちらかといえば，ただ観念的で現実のものでなかったヘレ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，．礫チカ・グループは，現在，今までよりも一層，単なる“サが的な存在になっている。

（Heretica　I薮1950，　p．　517）

　このような事情であったにもかかわらず，“ヘレチカ”が廃刊になった1953年には，その発行

部数は更に増加して，3000部を数えているのをみても，この雑誌が想像にあまる生命力を持ち続

けていたことがわかるのである。しかし，内的な問題が解決されない上，この年にはヴK一ヴェ

ル出版社が，よ｝）大きいギュルデンダール社（Gyldendal）と併合されるという外的な条件が糠わ

ったこともあって，‘‘ヘレチカ”の編集者は，“その生命力をいまだ“ヘレチガが証明している

聞に，廃刊することが妥当であろう”　（Heretica　VI　1953，　p．564）という結論に達するeそうし

て1瑚号をもって“ヘレチカ”は6年間の活動を停止する。その後，オーラ・ヴィーヴェルが移

っていったギュルデンダール社から，新しい文芸雑誌“ヴィンローセン”（Vindrosen，1954～73）

が発行されることになり，最後の年の編集者の一人，スコウ・ハンセンがこの新しい雑誌の編集

者として加り，ブリクセンも投稿している。だが“ヴィンローセン”は，その前身であった“ヘ

レチカ”と全く同種類のものではなく，“ヘレチガに反対する意見の作家たちをも含めた，よ

り広い範囲から作品を募集するという方針で始められたのである。　（Heretica　VI　1953，　p．565）

2。以上のように“ヘレチカ”は戦後数年して発行され，比較的短い期間しかその生命を保ち得

なかったにもかかわらず，現代活躍する作家たちの中には，“ヘレチカ”でデビューした者も多
くコお

い。例えば，つい先月51才で世を去ったフランク・イエーアなども“ヘレチカ”でその最初の詩

を発表し，　（12。pp．141～146）また，この雑誌の最後の二年間は編集者として働いた人であ

る。彼は時代のtLアラジン”といわれ，今日のデンマーク文学界を代表する詩人・作家の一入で

あるが，ある意味で彼の初期の時代一ヘレチカ時代一の特色を～生持ち続けることのできた作家

であるといわれている。　“フランク・イエーアに鴉れを告げることは，露己の青春に別れを告げ
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るようなものである。彼は岡時にその蒔代に生き，時代に反抗し，時代の外に存在した詩人であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
る……。”とその才能を称賛されているのをみても，“ヘレチカ”が当蒔，大戦後のデンマーク

文学界にあって，睡盛な新しい生命を育てたのみならず，今日に到るまで少なからぬ影響を与

えつづけているといえるのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1977年8月　　）
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付録

HERET∬CA

巻 年 度 作　家数（延） 作　品　数 頁　数 編　集　者

1
1948 22 56 422

I
I 49 38 71 490

Thorkl玉d

　　Bjemvig

Bl¢m

　　Poulsen

III

50 32 76 522

IV
　　，51 35 86 580

Mas毛in　A．

　　Hanse籍

Ole　Wlvel

V 52 33 81 520

VI
53 31 100 580

Fra鶏k　J認ger

Tage

Skou手｛ansen

合
計 181 470 3114

各2名づっ2年間撞当　計6名

○発行所　Ole　Wlvels　Forlag，　Kσbenhavn（Copenhagen）

○発イ予團数年闘5回

o発イこテ音1～数ca．　2000　（1950）　　　3000　（1953）

○定価　年15kr（一部3．5kr＞　18kr（4　kr）1952年以後

次に紙面の都合上Heretica　30冊のうち，第1巻の1号と第6巻の5号の旨次をあげておく。

（　）内は筆者の訳

（1－1）　1948

｛乍家名　（護尺者）

W．H．　Auden（Th．　Bj¢rnvlg）

Paul　la　Cour

O玉e　Sarvig

Martin　A、　Hansen

ThsrkiId　Bjemvig

Ole　XVive韮

Aasmund　Brynildsen

作品名（和訳28＞）　　　　　　　　　　　　備考

Befrieren（解放者）　　　　　　　　　　　〉英国詩人〈

Fragmenter　af　en　dagbog（あるfl記の断片）鋳論

Vintersolhverv（冬至）　　　　　　　　　　　詩

Gud　i　Forstaden（郊外の神）　　　　　　　　〃

Romanens　forfald（ノ1・言見の衰微）　　　　　　スウェーデンで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行われた講演

Fristelsen　1　－3　　（言秀惑）　　　　　　　　　　　　　　　　　言寺

Stefan　George（G．ステファン論）　　　　　ドイツ詩人評

Afor呈smer（格需）　　　　　　　　　　　　　　　〉　ノルウェー言寺人く
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（VI－5）　1953

作家名（訳者）

Thorklld　Bj¢rnvig

Karen　B｝ixen

Niels　Barfoed

Tage　Skou－Hansen

Ole　Wivel

Martin　A．　Hansen

Frank　jeeger

作品名（和訳）

Barndomme轟s　hus（少年時代の家）

Samta｝e　om　natten量KsbeRhavn

　　（夜のコペンハーゲンでの対話）

Til　Keats（キーツにささぐ）

Opbrud（かどで）

Dit　aRsigt（君の顔）

Sheriffen，　K｝ovnen　og　fiskeren

　　　（保安’1ぎと遵化役者と漁央）

Jysk　sonet（ユトラントのソネット）

Tidligt　foraar（早春）

Sten（石）

Efteraar（秋）

Vintemat（冬の夜）

Haavn（ホウン氏）

Afsked　med　sommereR（夏との別離）

Hjemv6　i　Julland（ユトラントへの望郷）

Dampskibet　”Prewen”（汽船“書式練”）

Lange　Vinter（長い冬）

備考

詩

寺曇凹
口

〃
　
〃

イセツエ

詩

i
i

sノ

〃

〃

詩

〃

〃

f
l

KommeRtar（コメント） 編集者後記

注

（1）Thorki｝d　Binrnvig：∫）agten，　Thomas　Di’Resen：Tanne

　　　Clara　Svendsen：　Notαter　om　Karen　Blixen

（2）‘‘Det　er　en　stor，　ejendomme圭ig　forteelling，　fascinerende，　henry髭kende，　gadefuld．”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Politiken：（4．　15．1975）

（3＞　Pα9彦en，　P．　7

（4）第III章で詳しく述べる。

（5）ある作家のペンネームにからむ事件で，K．Bは侮辱されたと怒り，それまでにL‘ヘレチカ”

　のために渡してあった“Samtale”の原稿を取り戻すとまで言った。　（Pαgteη，　p．61）

（6）“学報”第33号掲載：カーレン・ブリクセンー「カーネーションをつけた若いeg　」にみる文

　学観一につづくものである。
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（7＞Ludvig　Holberg（1684～1754）

（8）Voltaire（1694～1778）のZa茎re（1732）

（9）1773～76Ewaldは現在のブリクセンの家に住んでいた。

㈹1　5’才位からシェークスピアに親しんでいたという。

（H）cf．　Dansk　Litteratur　Kistorie（p．488）

（12＞Thorkild　Blgrnvigをさす。　cf．　Pαgten（p。25）

（13）cf．拙稿⑥

（14）　cf．　Tanne，　min　s¢ster　KaTen　Blixen　（p．57）

（15）　Essa忽s，1965

（16）“En　baa｝ta｝e　med　14　aars　forsinke茎se”　Essαys（pp．71～94）

（17＞　cf．　Essttys　（p．73）

（18＞　cf．　｝）α8teTL　（p．　50）

（19）」¢rgen　Gustava　Brandt（1928～　　）　“Et　essay　om　Karen　Blixen　王一II”

（20）　cf．　Berlingske　T圭dende　（2．　27．　1976）

⑳cf．拙稿c一カーレン・ブリクセン”一人とその作品一についての小論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学報第29．pp．221－230）

（22）　c｛．　∫）agt　eag　　（p．35）

（23）cf．　ibid

（24）　cf．　ibid

（25）‘‘Heretica・Kredsen，　som　nEermest　kuR　har　vaeret　et　begreb　og　ingen　realitet，　er　（達erfor　Ru　i

　　　hsjere　grad　end　nogensinde　en　saga　blott．”〈p．517，　Heretica　1950）この場合sagaとは実質

　　　をともなわぬ，単に名のみのという意であろう。

㈱Herticaどデビューした」．　G．　Brandtの著に40人の戦後の詩人を紹介したものがあるが，

　　　　（Pmesentation　401）αnske　Digtere　efter　Krigen　），その中でHereticaに当蒔執筆したもの

　　　は21名である。

（27）‘cFrank　［J　eeger－en　digter　i　雛den，　圭mod　t量den　og　uden　for　振den，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Berhngske　Tidende，5，7．1977）

（28＞　筆老による。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テキスト

（11Blixen，　Kare難　：Sidste　FortaeZtinger，　bind　登，　Gyldendals　TraReb¢ger，　Copenhagen，1972．

（2）　　　　”　　　　　：Essαys，　Gyldenda至，　Copenhagen，1965．

（3＞　　　　　　　　HERETICA　I－VI，　Wivels　For｝ag，　Copenhagen，1948－53．
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